
財政調整基金等の残高・管理の考え方等について 

 

　財政調整基金等の令和６年度末の残高及び基金管理の考え方については、以下のとおり 

としています。 

 

〇基金の状況等 

※　その他、特定目的基金については、積み立てるべき原資が収入された場合等に積 

み立てる。その後、基金を活用すべき事業を実施する際の財源として活用する。

 基金名 残高　・活用方法等
  

財政調整基金

 

令和５年度末　基金残高　　　　２，０５８，３１１千円 

令和６年度　　取崩額　　　　　　　３５４，７１１千円 

令和６年度　　積立額　　　　　　　　　　　６９９千円 

　令和６年度末　基金残高見込　　１，７０４，２９９千円 

 

令和６年度は、揚枝方地区キャンプ場整備事業、火葬場整備事業、

ＤＸ推進事業等の臨時的経費に係る財源不足に対応するため取崩しを

行った。積立については、基金利子分のみ積み立てた。 

　今後については、経済状況等の変化に対応できるよう適正な基金管

理を行うとともに、取り組むべき事業の財源や年度間の財政負担を軽

減するための財源として活用する。
  

減 債 基 金 

 

令和５年度末　基金残高　　　　　　６７５，３１６千円 

令和６年度　　取崩額　　　　　　　２３３，６５４千円 

令和６年度　　積立額　　　　　　　　６９，９９０千円 

令和６年度末　基金残高見込　　　　５１１，６５２千円 

　 

令和６年度は、旧清掃センター施設整備事業債の繰上償還費用とし

て１０４，９０６千円、旧清掃センター施設解体工事に係る財源とし

て借入予定であった１０２，４００千円（公共施設等適正管理推進事

業債）について、借り入れを行わず基金繰入による対応としたこと等

から、その財源として取崩しを行った。積立については、令和６年度

普通交付税の再算定で措置された臨時財政対策債償還基金費（６９，

２９４千円）及び基金利子を積み立てた。 

　今後については、市債償還額が高額となる状況が続く見込みである

ことから、公債費の財源や繰上償還を実施する際の公債費抑制のため

の財源として活用する。
  

都市整備事業基金 

 

令和５年度末　基金残高　　　　　　３３９，３７９千円 

令和６年度　　取崩額　　　　　　　  ３８，４７６千円 

令和６年度　　積立額　　　　　　　　　２，４９０千円 

令和６年度末　基金残高見込　　　　３０３，３９３千円 

　 

令和６年度は、旧磯原中学校跡地公園整備事業費の財源として取崩

しを行った。積立については、市有地売払収入、駐車場使用料及び基

金利子を積み立てた。 

今後については、基金を活用すべき事業を実施する際の財源として

活用する。


